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規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
、

自
治
体
に
よ
っ
て
そ
の
対
応
に
さ

ま
ざ
ま
な
違
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
各
自
治
体
の
こ
れ

ま
で
の
経
緯
も
あ
り
、
現
在
、
嘱

託
職
員
で
あ
っ
た
り
、
臨
時
職
員

で
あ
っ
た
り
、
業
者
へ
の
委
託
で

あ
っ
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ

っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
違
い
が
出

て
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含

め
て
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

委
員　

検
討
す
る
の
は
い
い
が
、

い
つ
か
は
結
論
を
出
さ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
大
体
ど
の
く
ら
い
を

目
途
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

指
導
室
長　

明
確
に
今
こ
こ
で

申
し
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

一
定
の
期
間
の
中
で
方
向
性
を
定

め
て
い
く
こ
と
は
必
要
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

委
員　

図
書
指
導
員
に
つ
い
て
、

資
格
の
有
無
に
よ
っ
て
実
際
の
活

動
内
容
に
違
い
が
あ
る
の
か
。

　

指
導
室
長　

資
格
を
お
持
ち
の

方
と
資
格
を
お
持
ち
で
な
い
方
の

活
動
内
容
に
違
い
を
つ
け
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

委
員　

学
校
図
書
館
法
の
趣
旨

に
沿
っ
て
、
人
の
配
置
を
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
認
識
を
ど
の
よ
う
に
お
持
ち
か
。

　

指
導
室
長　

専
ら
学
校
図
書
館

の
職
務
に
従
事
す
る
と
い
う
意
味

で
は
、
今
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い

う
位
置
づ
け
で
は
あ
り
ま
す
が
、

図
書
指
導
員
が
図
書
館
の
仕
事
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
、
そ
う

い
う
位
置
づ
け
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
学
校

図
書
館
の
職
員
が
ど
う
い
っ
た
位

置
づ
け
の
職
員
な
の
か
、
明
確
に

町
田
市
図
書
指
導
員
制
度
の

抜
本
的
改
革
を
求
め
る
請
願

い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

委
員　

説
明
を
求
め
る
声
が
広

が
っ
て
い
る
。　

月
に
工
事
説
明

１１

会
と
し
て
行
う
と
い
う
こ
と
だ
が
、

そ
の
前
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

　

都
市
政
策
課
長　

こ
れ
ま
で
も

住
民
へ
の
説
明
は
事
あ
る
ご
と
に

重
ね
て
き
て
い
ま
す
。
今
現
在
も

い
ろ
い
ろ
な
形
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
や
り
、
市
民
の
方
に
も
周
知

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

委
員　

今
後
、
公
園
や
Ｃ
地
区

の
商
業
施
設
に
で
き
る
公
共
施
設

の
整
備
等
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

の
予
算
的
な
予
測
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　

都
市
政
策
課
長　

現
在
、
区
画

整
理
で
基
盤
を
整
え
た
後
、
公
園

の
上
部
、
し
つ
ら
え
の
部
分
や
Ｃ

地
区
の
公
共
公
益
施
設
を
つ
く
る

考
え
な
ど
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
計
画
の
進
度
に
合
わ
せ

て
予
算
を
計
上
し
、
議
会
に
諮
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

委
員　

こ
の
地
域
の
雨
水
処
理

は
、
今
回
の
事
業
に
よ
っ
て
ど
の

よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

　

都
市
政
策
課
長　

現
在
、
あ
の

地
域
は
、
北
調
整
池
と
南
調
整
池

と
２
つ
の
調
整
池
が
あ
る
。
今
回

の
区
画
整
理
事
業
に
お
い
て
、
南

調
整
池
の
増
設
を
図
っ
て
い
く
。

そ
の
際
に
北
調
整
池
に
流
れ
込
ん

で
い
た
一
部
の
エ
リ
ア
を
取
り
込

み
、
流
域
を
変
更
し
、
南
調
整
池

の
中
で
処
理
で
き
る
よ
う
な
形
で

考
え
て
い
る
。
浸
水
対
策
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
地
域
で
あ

る
た
め
、
こ
れ
を
機
に
、
浸
水
被

害
の
軽
減
を
目
指
し
て
着
手
し
て

町
田
都
市
計
画
事
業
南
町
田

駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業

の
事
業
執
行
に
関
す
る
協
定

及
び
鶴
間
公
園
南
調
整
池
再

整
備
工
事
（
施
行
地
区
外
流

域
分
工
事
）
に
関
す
る
施
行

協
定
に
つ
い
て　

　● 緑地や公園の整備にあたっては、いきもの・環境自然共生の観点から一層調
査や保存に配慮されたい。
　● 2020年度までに「ごみとして処理する量の40％削減」を達成しうるために、
年度ごとの目標を立て、具体的に市民の協力も得られるよう取り組まれたい。
　● リレーセンターみなみについては、将来にわたり、継続的に事業が行われる
よう、20年後、30年後を目途とし、計画されたい。
　● 町田駅周辺（ＪＲ町田駅ターミナル口、小田急町田駅西口、小田急タクシー
乗り場）バリアフリー化推進のため、エレベーター設置に努められたい。
　● 道路補修の平準化の予算をしっかり確保し、長期舗装に耐えられる取り組み
に努められたい。
　● カーブミラー設置については、設置基準の緩和に努められたい。また、申請
手続きについては柔軟に対応されたい。
　● 防災の観点からも狭隘道路を含め、更なる無電柱化の推進に努められたい。
　● 「消えないまちだ君」を避難施設などに積極的に設置されたい。
　● 自転車駐車場整備にあたっては、事前の需要予測を丁寧に行い、不足のない
ように努められたい。
　● 住所整理事業を進めるにあたっては、自治会・町内会の窓口とともに関連地
域住民全体に丁寧な情報提供と課題の共有を図られたい。
　● 高齢者などから要望が多い、バス停上屋やいすの増設を図られたい。
　● 地域コミュニティバス運行事業において、交通空白地区の解消のために、シ
ルバーパスが利用できるよう、様々な角度から検討を進めて新たなルートの増
設に努められたい。
　● 多摩都市モノレールについては、早期延伸に努められたい。
　● 都市公園の効率的かつ効果的な維持補修のための予算をしっかり確保された
い。
　● 下水道施設の安定的な維持管理や老朽化した管渠への対応などを行うため、
平準化された予算を確保されたい。

など計34件の意見を附帯決議として付しました。

決算審査（建設）
認定すべきものと決定

　● セルフ貸出機等で図書館が発行する票においては、以前に実施していたよう
に広告を載せることにより歳入の増加を図られたい。
　● マンション管理組合の町内会・自治会の設立について、加入条件、設立条件
を可能な限り緩和し、積極的に進められたい。
　● 病児・病後児保育については、八王子市の２カ所が利用可能になったが、距
離的に地域限定となってしまう。全市民が利用できるよう、神奈川県も含め近
隣市と連携し、利用可能になるよう拡充を図られたい。
　● 巧妙な手口での特殊詐欺の被害者が多数発生している。市民の財産を守るた
め更なる周知・啓発に努め、被害の減少を図られたい。
　● 消防団の団員数が何年も定数を大幅に下回っている。地域防災力の低下にな
らないよう抜本的な解決策を講じられたい。
　● 小学校管理運営費及び中学校管理運営費については、教育内容に影響を与え
ることがないよう、学校現場の要望に応え支出されたい。
　● 教育センターの人員の配置にあたっては、待ち時間等の課題、相談件数の増
加傾向に鑑みしっかりと対応できる人員を配置するよう引き続き努められたい。
　● 町田市固有の文化財、歴史資料の保護、維持、管理、市民への情報提供とあ
わせ、アウトリーチ展示など考古資料の展示拡充を図り、町田市の魅力として
内外に発信することにも取り組まれたい。
　● 生涯学習センターのホームページアクセス数は大幅に伸びているものの利用
者数は減少している。ついては魅力ある企画と更なる情報発信で利用者数増加
に努められたい。
　● 文学館運営にあたっては、施設建設当初の目標を達成すべく、最小の経費で
最大の効果を出すよう工夫されたい。
　● クラブハウス管理事業において、地域スポーツクラブ設立育成にあたり、次
世代育成の観点から、学校開放利用者はもとより、地域の方にも広く利用して
頂けるように事業の周知に努められたい。

など計40件の意見を附帯決議として付しました。

決算審査（文教社会）
認定すべきものと決定

文文文文文文文文文文文文文教教教教教教教教教教教教教社社社社社社社社社社社社社会会会会会会会会会会会会会
９月15日 ・ 16日 ・26日
に議案６件、請願３件、
認定１件の審査を行い
ました。

９月 15日 ・ 16日・23日 ・ 
26日に議案９件、 認定
１件の審査を行いま 
した。

委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会ののののののののののの平成27年度決算（一般会計・特別会計）
　・平成27年度病院事業会計決算を審査
平成27年度　歳入決算額の内訳（一般会計） 歳入合計額 

148,747,355,002円 

歳入合計 
約1,488億円 

平成27年度　歳出決算額の内訳（一般会計） 歳出合計額 
143,789,659,581円 

歳出合計 
約1,438億円 

商工費 

議会費 

農林費 

労働費 

1,092,821,688円 

718,859,943円 

385,319,618円 

38,594,278円 

市税 
68,373,815,583円  
（46.0％） 

都支出金 
17,674,726,171円  
（11.9％） 

地方消費税交付金 
9,566,975,000円 （6.4％） 

市債 
6,649,200,000円 （4.5％） 

その他 
20,271,326,142円 （13.6％） 

国庫支出金 
26,211,312,106円  
（17.6％） 

民生費 
73,851,009,148円 （51.4％） 
民生費 
73,851,009,148円 （51.4％） 

教育費 
14,134,438,707円 （9.8％） 

土木費 
10,474,782,149円 
（7.3％） 

衛生費 
12,419,630,056円 （8.6％） 

その他 
2,235,595,527円 （1.6％） 公債費 

6,052,085,727円 
（4.2％） 

消防費 
5,139,841,378円 （3.6％） 

総務費 
19,482,276,889円 （13.5％） 


